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L万分の L地質図E 中 標 津(網走一第 62 号〉

北海道立地下資源調査所

北海道技術吏員松井公平

同 国府谷盛明

同 杉本良也

はしがき

この凶幅説明書は，昭和 36 年から昭和 37 年にわたる 2 年間の野外I珂査をもとにし

て，とりまとめたものである。

野外調査は，地域を分担して行ない，凶l隔の大部分をしめる丘陵地'市 一主として

第四紀層の分布する地域一ーの東部を松井が，西部を国府谷が，また，凶l隔北部地域

の山岳地情 事i第三紀層の発達する地区 ーを杉本が，それぞれ担当したのなお，

全般のとりまとめを，松井が行なった。

この地域は，ほとんど全域にわたって，新期の火山氏でおおわれているので，開妬

や森林開発にあたっては，気象条件とともに，表層地質が重要な怠義をもっているり

したがって，このほIII画調査では，表層の地質を明らかにすることに努力したが，調査

期間の制約に加えて，土壌に関する専門的知識を必要とするなど，今までの調査とは，

かなりちがった側面が多かったので，十分に明らかにすることができなかったりなお，

地質i司の表現にさいしては，新期火山灰層が全域をおおっているため，一部ではこの

火山灰層をはし、で表現しであるーそのほかの第四紀の地層についても，全体にうすい

地層であるために，こちょうした所もあり，また実際には，存在していても表現でき

ず，省略した{同所もある。これらの点については，できるだけ説明書の中でおぎなう

ようにつとめたが，十分に表現しつくしたとはいえなし、このような点は，いままで

の地質凶の表現方法を用いる iブ、上，あるていどやむもえなかったりその点は了解して

し、fこだき fこ L 、。

報告するにさきだち，野外I凋責にあたって，いろいろと便宜をはかつていただし、た，
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中標津町役場，中標津営林署の各位に謝，志を去する。

I 位置B よぴ交通

この凶幅のしめる地域は，知床半島の基部にあたる背後部と，根釧原野に連なる台

地とからなっているの

至羅臼
ー
ハ
下
I
十
I
l
-
-

IOkm

第 1 図位置凶

行政的には，北東隅は標津町，南東隅に別海村，中央部は中標津町に，それぞれ稜

線あるいは河川を境としてわかれている。乙の lヨl隔地域の中心は中標津である。中標

津は行政，商業の中心地であると同時に交通の要所でもあって，近年急速な発展をし

めしている。その他の村落としては，武佐，開陽，俣落，西竹などにみられ，また，

酪農を中心とする農家が各所に散在している。

乙の地域の開発ないし開拓上の最も大きな障害は，気象条件と土壌の性質であると

みなされている。気候は，低温，濃霧地帯であり，土壌は，新期火山灰層に由来する

ため，開墾後 4--6 年頃迄は，比較的生産力が高いが，その後急激に低下してしまう。

しかも，大面積をもって，組放経営で，低品位生産力を補う方向に進んできたため，

現在地力の低下した耕地が，ひじように多い。
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交通機関としては，凶l隔の市東部に，国鉄標津線があるほか，中央部の各幹線道路

には，パスが通じている o また，凶l幅北部の山岳地帯も，森林資源の開発にしたがっ

て，大きな河川にそっては，林道が開さくされている。

II 地形

概観して，地形は，山岳地区と根釧原野につらなる丘陵性ないし台地状地形民に区

分され，地質と密接な関係をもっている。

山岳地区は，新第三紀層と第四紀の火山が分布する地域で，凶l隔の北西隅をしめて

いるのとくに，第四紀の火山からもたらされた火山噴出物の分布する地域は，各火山

噴出物の.~端部に相当するので，ゆるやかな斜面を形成している o

これらの地域をきざんで市流する俣落Jli，クテクンベッ jii およびバナクシュベツ川

1

了

第 2 図切峰面図
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の各M!l 1 は，必従谷を形成しその両側も比較的ゆるやかである。だが，宕m長を横断

する場合は，断崖を形成していることが多い。

地域の北西隅をのぞいたほかの地域は，丘陵性の台地地形で‘特徴づけられている。

この台地は，標高 40m から 200m に達するきわめてゆるい傾斜をとっているo

標高 40，.......80m の地域は， 頂部が平坦面をとり， さらに標高 90m 以上の高い地域

は，波状地形をしめしていて，頂部は円形をとり，残丘を形成している。この地形は，

隣接する摩周湖閃幅地域および磯分内閃l隔地域にひろがり，さらに太平洋岸の釧路ま

でつらなる拡大な台地を形成している。

第 21司の切峯面凶をみると，中標津の東で， 40m と 50m の等高線が近接し，一つ

の急斜地が存在していて，地形の変移がうかがわれる。また，標津川をはさんで，そ

の両側に，ほぼ平行して，北北東方にはりだす平坦面がある o この地形面は，西方の

標高 80m のところまで，明らかに存在している。標高 100m 以上になると北西部は，

山岳地帯にむかつてゆるい傾斜をとりながらしだし、に上昇している。

地域の北西部に， 北東~丙南の方向にならんでいる標高 320，.....，340 m の残丘地形が

みられる。この残丘は，ただの侵触地形をしめしているものなのかどうか，この地域

を構成している地質が明らかでないので，究明することはできなし、しかし，一線上

にならぶ残丘地形としてとらえることができる。

この地域を流れる河川には，南から，当幌川，標津川および武佐岳川の支流がある。

乙のうちとくに，標津川と，武佐川がおもな水系となっている。

標津川は，摩周湖凶幅地域の標津岳山麓に源を発し，丘陵地域を市下し，凶III屈の市

西隅の計根7]IJ で，流路を北南から東にかえ，いちじるしい蛇行をしながら根室海峡に

そそいでいる。また，標津川の支流には，東から俣落!I I ， 荒川 I，鱒川などがある。乙

れらの支流は，背後の武佐岳山麓に源を発し，蛇行しながら南東方向にながれ，標津

JUに合流している。

武佐川は，武佐岳山麓から，南東方に流路をとり，開陽部落付近で流路を東方にか

えて，蛇行しながら根室海峡にそそいでいる。

これらの河川にそっては，おそらしかI岸段丘が発注していると推定されるが，新

期火山灰層が厚くおおっているので，その実態を究明することはむずかしし、

このほか，標津川および式佐川に沿って若干の混地が発達している。
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III 地質

III.l 地質概要

乙の地域を構成している地質系統は，第 1 去のように区分され，新第三系およびそ

れ以降の地層と火山宕類とから構成されている。

時イt 層 序 柱状図 所号 岩 質 備 考

現 現河川堆積物
~ ~"、 oa', vrohro、 AI 砂、礁、
。、・。・、 。

第 新期火山灰層
、，、、，、，、

火山灰、軽石、腐植J。、~、~、 o，、 o As

世
崖錐堆積物

4ｷ Ll. ,C>.'
D 砂、礁~.L::..

段丘堆積物 ;oJ0u、‘0-.00• T 砂、機
一一一一「

?ノ仕、
2hE 山士山 』円豆. 層 立長子Tf:・元下-空eι;Ch 砂、機 含砂鉄層

中標津熔結凝灰岩
.11, 山 11 ，==

Nvv 含石英紫蘇輝石安山岩
四

‘ ."11.'= .'11 ‘

戸 春 月 IJ 層
。‘内V、 ?σ。、

了。 火山灰、軽石、クローム
。， 0 、

干責
νννν

MU2 石含安石英山岩 普通輝石紫蘇婦
ννν

武佐岳火山噴出物
X X )イ

MU1
紫蘇輝石普通輝石安山岩x X X

""""""Mug 安山岩質集塊岩

紀
。，e;，. ,e;,.

世
サマッケヌプリ熔岩 髪室 S 合山紫岩蘇輝石普通輝石安

蔑品層吋比仁
鮮世新 議

Mp 浮石質凝灰岩、泥岩、砂岩

和f {晃 落 層
岩普通岩輝脈石、基紫底蘇礁輝岩 石安山Mα

中
、、。、、~ ~

Ali 粗石英函岩 キ且面岩質凝灰岩、石英

[越層対比川に第 々、。"

荒 )11 層
-4-zv4-dEA-- 凝安灰山岩岩質、 砂集塊岩 岩、 角喋Aa
之主・・己--z:，-

一一 事庁

主
Chn

軒緑岩石キ色英、ヴ磁プ安アタ岩質石英粗而
紀

ぺ申ょ，、 実質 層 Chd 灰山岩岩ピ、 泥イ 岩、 砂
CZun 鉱、P徴b地、

世
Chg ロラト

、、"、、"、、

第 1 表 中開津模式柱状概念図

新第三系は，いわゆる知床半島に発達するクリーンタフ地域の標式地の一部に連な

り，また，千島弧状線の内市の一部に相当する。したがって，これら新第三系の層序

および構造は，大局的には，知床半島のそれとはぼ同じである。すなわち，半島の背

梁にそって背斜軸があるので，この l司 l隔地域の北西岡では，半島に発達する全層序が

分布するはずであるが，新期火山灰層が広くおおって分布しているため，新第三系の
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上部層の一部は，観察できないm

この凶幅地域内には，忠類層と荒川層および俣落川層とが分布している o そのうち，

荒川層の下部層は，知床半島における一部の既刊凶幅では，忠、類層の七部層としてお

り，他の図幅では，奥薬71lJ集塊岩層として，それぞれ取扱っている。また荒川層の上

部層は，越川層の下層に相当する。この荒川層を不整合におおって発達している俣落

川層は，幾品層の下部層に対比される。

忠類、層は，緑色凝灰岩相で特徴ずけられており，グリーンタフ，プロピライト，角

蝶凝灰岩，泥岩および砂質泥岩を主要構成員とする。一方，との期の末期には，岩脈

や熔岩流の産状をしめすネグアダ岩質石英組面岩や石英安山右などの酸性火山活動も

みとめられる。

乙の上位に発達している荒川層は，忠、類層とは整合関係にあり，安山岩質集塊岩相

で代表される下部層と石英粗面右質凝灰宕相で特徴ずけられている上部層とに大別さ

れる。

俣落川層は，荒川層と不整合で接し浮石質凝灰宕を主要構成員とするが，下部に

は，細粒探岩やシルト岩と浮石質凝灰岩との互層部が発達しているのなお，この期の

最末期には，小規模な安山岩岩脈がみられるの

乙れらの新第三系の各地層は， N50..--'600E の走向をしめし， 知床半島ののびの方

向とは斜交し，傾斜は， 15..--'300NW..--'SW をしめしているの大局的にみると，忠類層

には， N600W をしめす小規模な背斜軸があり，他の地層は， 南東方向への単斜構造

を形成しているの

断層系統としては，走向断層と NS系断層とがみられ，荒川層の一部を転移させて

いる。なお，まえにのベた各岩脈は，ほぼ地層の走向にそって分布している o

新第三系以降の火山岩類は，サマッケヌブリ熔岩や武佐岳火山噴出物などで，阿寒

*知床帯にぞくするものであるのこれらの各火山岩類は，輝石安山岩であるが，初期の

噴出物は，苫鉄質安山岩であり，後期のものは，店長質であるのが特徴である。

III.2 地質各説

*阿寒， 層斜路および摩周火山から知床半島の突端にいたるまでの半島の中軸にそ

って分布する一連の火山の総称である。かつ位置的には， 半島にそう大きな背斜

軸の上にあり， しかも， グリーンタフなどの火 III 活動カ辻、ちじるしかった地域に

ふくまれている。
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III.2.1 新第三紀層

III.2.1.1 忠煩層

fE 、類!脅は，緑色凝灰岩相を主体とするのなお，ネヴア夕、岩質石英祖面岩や石英安山

右は，下にのべるようなことがらから，との邦 jの最束期の活動とみなされるので，忠

類!習にふくめて取扱うことにしたの

III.2.1.1.1 結色凝灰右相

分 布: 乙の地層は，この閃!隔地域に発達する最下位層であって，凶i隔の北西隅

に分布しており，隣接の武it岳 1;<li!J両の悼式地につらなるの

関 係: 上位に発注する荒川府とは，一部断層で接している以外は，不明である。

しかし隣銭の武佐岳l><;)rlJ討における，i再現象から判断して，整合とみなされるロ

構 造: 隣按の式(主 iZl訓話もふくめく与察すると，ほぼ N 60υE ， 20,...,.,30 Ci NW---

SE のノ;t/fi]，傾斜をしめすゆるやかな背科構造が{f在する。 しかしその走向は，知

床、l三品に分布する忠娯)曽のそれよりも東に偏しており，全体的にみると，この地域は，

腎Ilh した構造部にあたるの

同 行1 : この地層の主要構成員は，グリーンタフ，角喋凝灰岩，ブロピライト，

泥右および砂質泥右であるのそのうち， \~\i 3 者は， 主として下部屑に，後 2 者は，上

部同に，それぞれ優勢に完達している。'-'，'-'、かえると，背科軸付近には，火山岩や火

Illii}h1右炉、が~.}也して分布しているつ

クリーンタフは，安山口氏のものであり，通常淡緑色を lri L , if.石片をふくみ粗揺

であるときには，パナクシベツ川右支流の上流にみられるように，紙密堅頑となる場

合，ややろう盤して漂白された部分と本分解の淡青緑色の部分とが交雑して楠模様を

呈することもある。

民下では，破片状の科長石は，緑泥イ1，粘土質物， }jfq平行および曹長石の集合体に

かわっていることが多いのまた昨肘状の紫蘇輝石や普通輝石の斑品状鉱物もみられる

が，対泥11でおきかえられたり，鉄質物で汚染されているの

f去質物は，海綿状ガラスからなるが，これも繊維状の緑泥石や，他の粘土鉱物にか

わっている乙とが多く，さらに鉄質物で汚染されている。

プロピライトは，淡緑色ないし陥灰色を呈し堅硬撤街で，少量の科長石や有色鉱

物が散在するのまた，外観 L細粒のものとやや粗粒なものとがあり，岩質はかならず

しも，一定でなL、なお，一部では集塊岩状の計十目をしめすものもある。

-7-



鏡下では，安山岩質と玄武宕貨安山むとのものがあり，いずれも炭酸塩化作用と緑

泥石化作用がし、ちじるしし、。斜長イiの多くは，炭酸塩鉱物，官長行および緑泥石にお

きかえられ，一部には私雲母もみられる。有色鉱物は普通輝石および紫蘇輝石である

が，緑泥石および緑簾石にかわっていることが多し、。また，モi基の多くは，細粒の緑

泥石や方解石および曹長liの集合体となる。ときには，緑泥石の細脈および空隙部を

充填する緑泥石や沸石がみとめられる。なお，全般的に立方形の黄鉄鉱の散在がいち

じるしし、。

角棟凝灰岩は，灰緑色ないし陪緑色を呈し粗穏で， r手;rj片をふく Uo 角燃は，大

部分が径 3cm 以外のプロピライトであるが， 一部にグリーンタフや泥岩などの亜円

礁をまじえている。乙の右層は，うえにのベた 2 岩層中に，不連続岩相としてはさま

れているの

泥岩は，陪灰色を呈し同塊状で層理をしめしておらず，かつ分級が悪く，砂粒を

交えることもあり，風化すると，角板状に破砕するが，ときには介殻状断口をとるも

のもみられる。

砂質泥岩は，淡灰色を呈しやや硬質でかなり凝灰質である。ときには，浮石蝶や

安山岩角片をふくんでおり，一部の岩相には，縞状の層理が発達している。

III.2.1.1.2 ネヴア夕刊岩質石英粗面岩

産状から，熔岩と岩脈との 2 種類に分けられるが，岩買が同じなので，一括して取

扱うことにした。

分 布: r司幅北西隅の西側に分布し，一部は，隣接の摩周湖l司 l隔地域につらなる。

前者は，岩)派，後者は熔岩流に相当するの

関 係: 岩脈状の岩休は，はぼ忠類層の緑色凝灰岩相の走向と同じ方向にのびて

いるの一方，熔岩状の有休は，一見ネック状の特異な残丘地形をしめしているが，隣

接の摩周湖図幅では，忠頴層の緑色凝灰岩相をおおっている凸乙れらの点から，この

石英粗面岩は，一部は貫ぬき，一部はおおっているものと考えられる。

他の新第三系の清岩相とは，直接に接していないので，その活動時期は不明である

が，隣接の武佐岳閃幅の資料および，荒川層の安山岩質一集塊岩相の岩喋に，この種の

岩瞭も一部みとめられる点から，少なくとも，忠類層の緑色凝灰岩相の堆積以後で，

荒川安山岩質集塊岩相のJit積以前とみなされる。

岩 相: 褐灰色を呈する石基の中に，石英および斜長石の斑品が散在し，ネヴア
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ダ岩質の岩相をしめす小岩脈状をなす岩休の一部には，小規模な粘土化，黄鉄鉱鉱染

帯がみとめられる。

鋭下では，斑品として石英および斜長石がみとめられるが，ごく微量の有色鉱物は，

すべて緑泥行と鉄質物におきかえられている。石英は.O.7xO.5mm 大のものもみと

められるが，通常 O.35mm 前後で，融蝕形をしめすF 科長石は，長れ状， 卓状形お

よび抜角形状を呈し，新知P なものが多いが，曹長訂のほか緑泥行や絹雲母でおきかえ

られていることもある。なお，他の鉱物で、置換された有色鉱物は，その結品輪郭から

判断して，初成的には角 r!~J石であったと理解される。

行基は，方ラス，絹雲母，結j尼干 i とわずかの炭酸塩鉱物の集合体からできているの

III.2.1.1.3 ::£i英安山岩

分 11i: 伐7*川上流およびパナタシュベツ jjj 左支流に好露出がみられ，はぽ忠類

!掃の緑色凝灰岩相の走向と同じ方向にのび，紡錘形状をしめして分布しているの

関 係: 忠頬層の紋色凝灰岩相との直接の関係、は，おさえていないが，分布なら

びにうえにのべた石英粗両官との一連の酸性岩活動の産物としてとらえるのが適当と

考え，忠類層にふくめて取扱った。

岩 相: 淡緑色を呈し斑品として斜長行，石英および少量の有色鉱物がみとめら

れる。とくに，俣落川に露出するものは，鉱化作用による変質(庄化，黄鉄鉱鉱染，

一部粘土化)がし、ちじるしく，一部は，剣・鉛，亜鉛鉱床の母岩となっている。

鏡下では，斑品鉱物として，科長行，石英普通輝石および紫蘇石がみとめられるの

石英は融蝕形ないし陵角形をしめす。斜長石は，新鮮なものもあるが，大半は多少な

りとも，曹長行や緑泥石におきかえられている。両輝石も，新鮮なものもあるが，対

泥行や総集行にかわ η ている。

石集は，短冊状の科長石，短柱状の j~ 、l 方単字、!の雨輝石および力、ラスからなるが，い

ずれも多少なりとも， うえにのべた様な鉱物におきかえられている。

111.2. 1. 2 荒川層

荒川層は，安山岩質集塊岩相と石英粗面岩質凝灰岩相とに大別される。

III.2.1.2.1 安山岩質集塊岩相

分 布: 俣落川土流および荒川中流に好露出があり，ほぼ， N600E 方向に帯状に

分布している。

関 係: ド位の忠類層とは，すでにのべたように漸移関係にあり，上位の石英粗
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面岩質凝灰岩相とも，整合の果重関係をしめすり

構造: はぽ N 50---60oE , 20---36°5E の走向，傾斜をしめし， 南東への単斜構

造を形成しているの一部は，荒川上流にみられるように，断層で転移していることも

ある。

層 相: 粗粒砂岩とガラス質安山岩質集塊岩の互)脅からなる。しかし荒川中流

にみられるように，集塊岩の優勢に発達する個所もあるので，両者の量比は，かなら

ずしも一定していなし、。また，一部では，泥岩の薄層を介在している個所もある。こ

れらの岩石は，通常新鮮であるが，俣落川の一部には，ごく小規模な硫化鉄鉱鉱染帯

や粘土化帯がみとめられるの

組粒砂岩は，暗灰色を呈し，全般に分級がわるく，偽層葉理の発達しているところ

もある。

集塊岩の岩礁は，黒色を呈する綴密堅硬な角ばった挙大のガラス質安山岩礁を主体

としているが，下位層のプロピライトや石英組面岩の岩傑もみられるの

鏡下では，斑品として斜長石，普通輝石および紫蘇輝石がみとめられるロ斜長bは，

長柱状ないし卓状形を呈しており，アルパイト双品が発達しているの一部は，男聞に

そって，結泥石や曹長石が発達する。なお，有色鉱物の普通輝石，紫蘇輝石の多くは，

新鮮であるが，一部は緑泥石でおきかえられている。

石基は，カ、ラスにとむが，短冊状の科長石や短柱ないし粒状形の斜方および単斜の

雨輝石も散在している。

この地層は，北に隣接する武佐岳閃l隔では，忠類、)暑の部層として取扱った盗伐沢角

喋凝灰岩層と薫別川集塊岩層との 2 部層と同じ層準の岩相である。また，知床半島に

おける近接する既刊図l隔のl峰浜および春刈古丹では，奥:葉別集塊岩層として取扱った

地層と同じ層準である。なお，峰浜および春苅古丹の両凶幅地域においては，武佐岳

図幅地域の盗伐沢角喋凝岩層および薫別川集塊岩層に相当する地層を忠類!脅から分離

して，奥葉別集塊岩層として取扱い，その上部では越川層と指交関係にあることを指

摘したの

III.2.1.2.2 石英組面岩質凝灰岩相

分 布: 俣落川中流，パナクシュベツ川上流およびクテクンベツ川上流に，好露

出があり，ほぼ北東の方向をもって，帯状に分布している。

関 係: 下位の安山岩質集塊岩相とは，分布および走向，傾斜から判断して，整
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台と考えられる。上位の{史落川!悼とは，法底h菜、岩相で接するので，不整合とみなされ

る。

塊状の岩相をしめすため， J曽理は不明確であるが，その分布からみて，
、井t二・

1旦・十毒

ド位の安山岩質集塊主!?と lei] 様な定時J，傾斜を Lめすと推察されるりそうであれば， pH

東べの単科構造をしめしていることとなる。なお，クテクンベツ川上流に分布するも

のは， NS 系の断層により多少転移している。

石英粗 I面岩質凝灰岩十日で、代表されるが，石英粗面岩を介在する。他の正十日:品

目

常増:店宕は，まゥたく扶在しなし、。

行英粗面岩質凝灰宕は，淡緑色を呈し，粗穏で浮石!十をふくみ，ときには，下位の

安山岩質集塊右相の岩慨もみられる。また，石英粗両 17 の指民大の角陳をふくみ，角

時凝灰岩と llf ぶのが適 71 な部分もふくまれている σ

鉱物破片としては，少呈の 1i 英および科長石が散在するの科長石の一部は，割目に

そ η て絹雲ほが定達している。

イ i英粗面岩は ， i炎緑灰色を呈 L，斑品鉱物として石英・科長石が散在している o -ti

英は，融蝕形ないし|凌角形状をしめす。斜長行は，長柱状ないし卓状形をとり，一部

は絹雲母，緑泥行におきかえられている。

ガラス，細粒状の1i英および短柱状の斜長行からなり，一部には，硫化鉄

鉱もみられる。

石基は，

この岩相は，隣接の武佐岳以)111民地域および知床半島の既刊凶III長地域におし、ては，小

規模なため独立した岩相として取扱はないで，ほかの岩相に包括した。いずれの地域

でも，この岩十日は，奥長別集塊岩層と泣川層との漸移部にみとめられる。したがって，

一部の l寸幅では，奥d葉日11集塊岩層に，他の凶l隔では，越川層に，それぞれ包括して記

載した。この凶III両地域においては，隣接の武佐岳凶幅地域における諸関係から，越川

!脅の基底岩相として取扱うのが適~と考えられる。

{史落川!曽III.2.1.3

乙の地層は， j手行質凝灰岩相を主体とする。これを貰ぬく安山岩脈は，乙の期の活

入とみなされるので， {完落川)醤にふくめて取扱うことにした。

浮石質凝灰岩相III.2.1.3.1

{見落川中流およびクテクンベツ川中流に分布するが，標式地は俣落川中
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関 係: 下位の石英組面岩質凝灰岩相とは，基底喋岩十目で接し不整合である。

一方，越川層の主な構成員なるいわゆる硬質頁岩層は，隣接の武佐岳図III面地域には分

布するが，この図幅地域には露出していなし、。この現象は，削剥によるものと考えら

れる。上位は，第四紀の火山噴出物で，不整合におおわれている。

構造: N40o--N50E, 10，...，.，20oSE の走向，傾斜をしめし南東への単斜構造

を形成している。

層 相: 基底部は，細粒喋岩と粗粒砂岩とから構成されており，その上部は，シ

ノレトと浮石質凝灰岩との互層である。これより上位は，浮石質凝灰岩を主体とし，と

きおり、ンルトの薄層を挟在する。

細粒瞭岩は，暗灰色を呈し，岩礁は，指頭大で，下位!暑のプロピライト，グリーン

タフおよび石英粗面岩などからなる。

組粒砂岩は，暗灰色~帯青灰色を呈し，分級がよく，層理の発達は良好である。

浮石質凝灰岩とシルトの互層部の単位層は， 5，--10cm の厚さをもち，附図にしめし

たように，美しい層理をしめすロシルトは，淡灰色を呈し，比較的軟弱である。

浮石質凝灰岩は，灰白色ないし淡緑灰色を呈し，粗撃であり，そのなかに微量の石

英や斜長石まれに緑色角問石が散在する。浮石片は， 1--2cm で，ひきのばされた形

をしめしている。一般には新鮮であるが，一部は緑泥石化，炭酸塩化作用をうけてい

る凸

この岩層は，層序および岩質から幾品層に対比されるうしかし知床半島既刊凶J\i民

地域では，岩相上，浮石質凝灰岩よりも泥岩相が優勢に発達しているつ

III.2.1.3.2 安山岩岩脈

クテクンベツ)1/ 中流に露出し，ほぼ N200W の方向をもって分布するつ俣落川層を

つらぬき，武佐岳火山噴出物におおわれている。

この岩石は，暗脱色を呈し，紙密であって，柱状節理が発達しているう

鏡下では，斑品として斜長石，普通輝石および紫蘇輝石がみられるつ斜長石は，長

柱状ないし卓状形をしめしており，アルバイト双品の発達がいちじるしし、。普通輝行

は，紫蘇輝石よりも量的にまさり，いずれも新鮮であるっときには，両者の緊斑状集

合体もみられる凸

石基は，ハイオロピリチック構造をしめし，短冊状の科長石や粒状形の普通輝石，

紫蘇輝石およびガラスからなり，磁鉄鉱を伴う。
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III.2.2 第四紀層

第四系のうち，サマッケヌプリ熔岩および武佐岳火山噴出物は，いずれも更新世に

属し，屈斜火山の外輪山熔岩に相ごうする。これらの外輪山熔岩は，苦鉄質熔岩の噴出

にはじまり，中性情岩の j町村で終るという特徴をもっている。

なお，根釧!京野をぬう各河川にそって断続的な分布をしめす戸春別層，中標津熔結

凝灰岩，茶芯 1・!再および段丘堆積物もまた，更新世に属する。

現世の堆積物としては，火山岩類の分布する個所の斜面に兎達する崖錐堆積物，根

釧原野を広範囲におおうす「期火 ill 層および、現在の各 J口J川にそって発達する現河床堆積

物などがあげられるつ

III.2.2.1 サマッケヌプリ熔岩

サマツケヌブリ火山は，隣接ω科里岳凶 ill品地域に毛の山J良(1， 062.5 m) があり， 屈

斜路火 IIIの外輪山を形成し成層火山に属する。この凶|幅内では，下位の熔岩だけが

発達しており，忠類if曽を不整合におおい，新期火山灰層におおわれている。したがっ

て，明確な噴出 Hi]，代は明らかではないが，火山地形がかなり解析されているので，更

新世のようである。

この岩石は，一般に暗黒色を呈し，否仁状空隙をもち，斑品はめだたなし、。しかし，

俣落川上流の一部にみられるように，黒色f致密な岩イi となり，集塊岩状を呈するもの

もあるゥ

鏡下では，斑品鉱物として，科長イ五三、待通輝行、紫蘇輝石がみとめられる。

~;:↓長石は，長柱状で， 0.1---0.2mm 大のものが多く， An60---65%の曹民長石付近

の成分であるつ持通輝石と紫蘇輝石は，はぼ等量にふくまれ， 0.1---0.2mm 大で，臼

形ないし半白形を呈し，一部は紘 1r t1- iでおきかえられている。ときには，科長イ I，普

通輝石，紫蘇輝行の緊斑状集合体もみられる。

1- 1基は，結品質で填間構造にちかく，短冊状または折木状科長イ--1，汗通輝石，カ、フ

スおよび儲鉄鉱からなるの

III.2.2.2 式佐岳火山噴出物

この火山噴lH物は， I持肢の式fA;岳|斗 l隔地域の武佐岳(傑l吉5 1 ,005.7 m) を中心として

分布しているゥこの凶l隔では，そのl有半の延長部とム547.7 m を l噴出版とする熔岩と

が琵達する。乙れらの噴出物は，新第三紀層を不整合におおい，片~}ft耳t積物や新却j火

山灰層におおわれているの
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この図幅における式佐岳火山U~Hl日Ijの段下位岩相は，安山 b!.質集塊岩であるのこの

岩相は，クテクンベツJl I 上流の両斜而に分布し，北接する武佐岳凶幅において，湯の

沢集塊岩と命名したものと同一である。

一般に，ほとんで熔岩をはさまず無層理である。岩塊は，角ばった拳大のものが多

く，暗黒色を呈し空隙にとみ，斜長石や有色鉱物の斑品鉱物にとむの豚結物は凸桔

灰色の凝灰岩である。

鏡下では，斑品鉱物として，斜長石，普通輝石および紫蘇輝石がみとめられる。科

長石は，亜灰長石または曹灰長行に属し，白 ffヲで長柱状のものが多く，累帯構造はみ

られないの

石基は，ほとんど娼色のガラスで，その中に，わずかの微細な繊維状の斜長石およ

び結晶杯が散在している。

この集塊岩層をおおって，ム547 .4 m を噴出源として南方に流下した紫蘇輝石普通

輝石熔岩，および俣落岳を噴出源として，凶幅の北半部に分布するの合石英普通輝石

紫蘇輝石安山岩熔が，それぞれ発達している。

紫蘇輝石普通輝石安山岩は，晴灰色を呈する石基中に，科長石および有色鉱物が散

在し，やや軟弱である。

鏡下では，斑品鉱物として，斜長石，普通輝石，紫蘇輝石がみとめられる。斜長石

は，亜灰長石ないし曹灰長石に属し，白形をしめし清透で，累帯構造は外緑部にみら

れ，普通輝石，鉄鉱を包かする。紫蘇輝石は，長柱形で，多色性はつよくない。普通

輝石は，柱状であるが，やや円味をおび，割目の発達がし、ちじるしし、。

石基は，ガラス基流品質で，ガラスにとみ，そのなかに微細な析木状科長石および

粒状の単斜，斜方の両輝石および微小な鉄鉱が散在している。

俣落岳を噴出源とする含石英普通輝石紫蘇輝石安山岩熔岩は，うえにのベた熔岩と

同様に珪長質で暗灰色を呈し，斜長石および有色鉱物の斑品がめだっている。

鏡下では，斜長石，普通輝石，紫蘇輝石および石英の斑品鉱物がみとめられる。斜

長石は，柱状ないし卓状形をしめし，曹灰長石付近の成分をもち，ポイキリティック

に粒状の普通輝石を包かする。紫蘇輝石は，単斜輝石の反応、緑をもち，白形を呈する。

石英は，普偏的にはふくまないの

石基は，褐色ガラスと短問状ないし板木状の斜長石，粒状の単斜輝石，クリストパ

ル石および鉄鉱からできている。
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第 3 図戸春別用

としゅ心

III.2.2.3 戸春別層

分布: この地層は，中標津町の北

にある雪印工場前の土取場および，中標

津中学校長の崖に標式的に百出する。こ

のほか，標津川と鱒川の合流点付近にも

露出している。丘陵地域では，新期火山

灰層が厚く発達しているため，詳細な分

布の実態を確かめる乙とができなし、

関 係: 中標津町の雪印工場前の土

取場では，あとでのべる中標津熔結凝 !κ

岩と不整合で接しているのまた，次にの

べる)首相の特徴から，凶幅地域の東部お

よび東南部の海岸地域に分布している火

山噴出物を主体とし，亜炭層を央在する

薫別層と同じ時期のものと考えられるの

層 相: 暗緑色から帯褐緑色を呈す

る火山灰，軽石， ロームから構目立されている。軽石は，亜円形の平均1. 5cm 大のも

10 何

5

Om

~ 10 20 刷

1新期火山灰層 2段丘堆積物? 3茶志骨層 4中標津熔結凝灰岩 5戸春別層

第 4 図 中標津町雪印工場前士取場のスケッチ
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ので，淡緑色を呈し，みがき砂状をとり，こまかな層理が発達しているうロームは，

掲色~暗喝色を呈していて，部分的にみられる。このほか，偽層が発達している砂層

がレンズ状に介在しているョまた，全般をとおして，垂直変化よりも，側方変化がい

ちじるしし、

層厚は，観察された資料から， 4m 以上であるー図i福地域内では， この地層の下限

は明らかでなし円

III.2.2.4 中標津熔結凝灰岩

乙の熔結凝灰岩は，標津川，俣落川の

流域およびパナクシュベツ川の上流流域

にそれぞれ分布している。分布の実態か

ら推定すると，図幅の北西方から，標津

}I\ にそって流下した火山砕屑流であるゥ

また，中標津町の澱粉工場前には，この

火山砕屑流が流下後，削剥をうけたこと

を物語っている残丘が形成されている。

この熔結凝灰岩は，下位の戸春別層を

不整合におおっている。

黒色~陪灰色を呈する合石英しそ輝石

安山岩質のものである。この地域に分布

するものは，熔結の度合の低い部分が多

く発達しており，径 15cm 以下の暗灰色
第 5 図 中標津熔桔凝灰岩と新

の軽石燥を多量にふくんだ凝灰岩様の岩 期火山灰

相をとるものが多し、。中標津町の雪印工場前にある土取場では，炭化木パーを介在して

いる。厚さは 2m 以上である。

岩質から，摩周湖図幅地域に分布しているケネカ熔結凝灰岩，武佐岳凶幅地域に発

達している基線熔結凝灰岩に相当するものと考えられる。

なお，両図l幅の地域で，この熔結凝灰岩の噴出源を屈斜路火山によるものとしてい

るが，この図l隔地域では，それを裏付ける資料はえられなかったゥ

III.2.2.5 茶志骨層

この地層は， I司 Iji長および隣接の標津川幅に連続し，標 r~40m から 280m 近くまで
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分布しこの間は一連のものと判断できる⑦また，この地層は，全般的に海岸に近い

地域は砂買部が発達し，海岸から内陸部に入ると亜角喋部となる。この分布状態， Jelf.

積状態などから判断して，河川による堆積物と推定される。しかしこの地層につい

ては充分究明されていないので，こんごの調査によって明らかになると考える。

分 布: この地層は，凶幅内の各河川に沿って発達するが，隣控の標津図隔にも

分布している。

関 係: 中標津 t容結凝灰岩を不整合でおおい，また，標津熔結凝灰岩が欠除して

し、るところでは， }-1春別!吾を i直接小整合でおおっているう

層 相: 砂，礁から構成され，偽!暑の発達した地層であるつ凶幅の東部地域では，

砂層部が発達し北西部の山岳地域にちかづくと砂は少く，礁が多くなるち傑も角状

となり jtJ 諜が多くなる傾向をしめしスいる巴また少量の軒 a石や火山氏が小規則 jに混じ

っているの砂は，石英粒を多く含み，慨は，はとんど安 III 岩で，持 T二，ブロピライト

の喋がみられる。層厚は， 2.-'3m 以上であるの

なお，この茶忘骨層については， )辛周湖|司|隔地域の仁田砂層との問題がある。この

.[/-，1，については，摩町湖団;隔地域におし、て，国府行外(1962) が，仁旧砂層の下位に来

る，モシベツ軽石!吾を洪積 tit:にしたうこの中標津凶l隔においては，鱒川の上流部で，

軽行!昔 2コ下位に青瓦色の火山氏を確I沼した勺この火山灰層は摩J同岳統の火山氏)昔であ

るのしたがってモシベツ軽石同も陣内岳統に含まれるものであったが， It'漂津1'~1隔の

北西部および摩町湖上司 III肩東部で，急、に層厚が厚くなるので，別のj也!肖として取り倣っ

たため河遣いを生じた。したがって，仁出砂層についても，さらに険討を要する。

III.2 , 2 , 6 1 支丘j官:積物

i交正Jill漬物と明らかにみとめられるJw詰物は，悼津川流域に定注しているつしかし

これらの地域のほかにも， 1交正堆1頁物の宅生している口j能性が充分考えられるが，すf

l自火山!えが厚くおおっているため確i認することができない。

堆漬物は (i少棟、層で， I享さは 1m から1.5m 前後である。また，比高は 7m~10m

で，'y.出面を形成している⑦

III.2.2.7 崖Jill堆積物

式g:岳火山噴出物の分布地域の同辺および北北Ji耳部の標l言 600m III山麓の周辺に，

それぞれ分布している。この堆積物は，新期火山灰層でおおわれている。

この耳(~積物の構成物質は，それぞれ背後の山地を形戒している古石から供給された，
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拳大~頭大の礁を主体とし，この聞を粗粒の砂がうめたものである。

III.2.2.8 新期火山灰層

この火山灰層は，凶幅地域の全域に分布している。摩周岳統にふくまれ，すでに山

田忍の詳細な研究がある。山田忍は，摩周岳統火山灰を， Ma-Ml に分類した。その

ご勝井義雄により研究がすすめられ， Mα-M( に分類されて，沖積世の火山灰として

明らかにされたり

乙の図l幅地域に分布している各種火山灰層および軽石層については，一括して新期

火山灰層ととりあっかし、このなかで，山田忍の分類に対比できるものについてはその

つど説明のなかにつけ加えたりこの新期火山灰層の模式柱状図と，各地点の柱状凶は，

第 6 凶に，各地層との関係を第 7 図にそれぞれしめしたの

Oem

標津川流域俣落 )11 流主主
「ー~一一一一一ー一一一ー一「

荒川流餓
一一、 「ーーー一一ーーー一一一ーーー寸

100J

tllll¥ /;;'0;;'/ I~o~f J

.腐植

四ローム

囚火山灰

図軽石

国泥炭
粘土

回軽石まじり砂

口砂貿
III~

第 6 図新期火山灰
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去層で，全域に分第 1 層: 120nl

亡

」W

M聞

川

川

布している。黒色の腐植土で，

乳白色の火山灰を挟在してい

るの層亭は，腐植土が1O ~20 100

em ，火山灰は 5em 前後である。

ほぽ全域に分布し第 2 層:

ているが，とくに西部地域にし、 80

ちじるしく発 j主している。

E
1

4
A
ト

同
時掲色~褐色を呈するローム

auで， I平さは W-'35em であるの

全域に分布してい第 3 層:
高

円 Hq同
る。黒色の!高値士で，層厚は 10

同
--30em であるの 40

おもに西部地域に第 41詞:

分布しており，全域にみられな

口
戸
春
別
層

寸
斗
熔
桔
凝
灰
岩

「
い
」
中
標
津

昌
三
五
円
一
層

図
段
丘
堆
積
物

-
田
火
山
灰
層

・
・
新
期

し、 n ロームあるいは軽石からな 20

る円ロームは褐色 ~r前掲色を呈

しているの層亭は 10--25 em で

あるの軽石礁は，燈色~黄澄色

各地陪との模式対比凶第 7 図を呈する，発泡の!~い降下軽石

ft~ 1em11;j 後で角状のものが多し川府厚は 30~40 em であであるの軽{jの大きさは，

る行

K-ll地， f\l\\ だけに観察されるのしたがって，分布状態については明らかtf~ 5I再

でない。細い砂で層厚は， 10em 前後であるの

ほほ、、全域にわたって分介i している乃!自舶土で， I骨厚は 10em rlif 後で、あるの市 61吾:

0-16, K-4 , K-ll の存地点で観察されるのかなり地域的な分布をし第 71百

ているようである何時侶色~福色のロームで， I曽 l手は 10em 前後であるの

全域に分布しているう 3 枚の降下軽石堆積物から構成されているが，は第 8 r詩-

ぼ|司じ1I寺則に断続的に降下堆積したものと考えられるので→括して第 8 層としたの上

部は，舟黄灰色~灰色を呈する軽行層で，スコリアをまじえている。軽石喋は角状の
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径 6cm 大以下のものからなり， }骨!手は、F均 60cm である o 中部は灰色の軽石にスコ

リアのひじように多い部分であるゥ軽イi燃は角状の任1.5cm 大以下のものが多い。

)曽厚は，、[l.均 30cm である凸ト部は決黄色を呈する軽石憎からなる。軽石陳は，角状

の径 5'""-'1 em 大のものであるの層写は，平均 60cm である。

この憎の|年下軽石J[積物は，摩周 i，~月にむかつて憎厚を増す傾向があるの

山田忍による分担に対比すると上部から， Mg, Mh, Mi となる。また，摩!削~H斗

幅地域に発達しているモシベツ軽{i屑は，この 3 同の軽石堆積物のいずれかに相当す

るものである。

第 91吾: ほぽ全域に分布するつ淡灰色を呈するやや粘度の高い感じのする火山灰

層で， )脅厚は 5cm 前後であるの

第 10 層: まえにのべた，第 9 国と同じ分布をしめしている。淡黄色~澄色の降下

軽石層で，軽ィi慨は，角状の任 1cm 以下の大きさのものである。層厚は 5cm 前後で

ある。

第 III普: 全域に分布している。青灰色を呈するみがき砂状の火山灰層であるの

色調に特徴があるので，新期火山灰を識別するのに鍵}I書とすることができる小周厚は

5-----lO cm である凸この火山灰は， III 田忍の Mj に相当する。

第 12 層: 全域に分布している。褐色~陥褐色のローム層で，.1:.部にかならず腐植

土をともなう特徴がある。ローム層の厚さは1O~40cm で，腐植土の厚さは約 5cmで

ある。ただ腐植士は場所によって，厚さ 50cm に達するところがある。山旧忍の MK

に対比できる白

第 13 層: 全域に分布している。燈色~淡黄色の降下軽石堆積物で，軽石隊は角状

の径 4cm 大以下のものである。層厚は 70-----150 em である。摩周/J切にむかつて層厚

を増大する傾向がある。山田忍の Ml に対比できる。

第 14 屑: この層の構成員は，ローム，火山灰，火山砂，腐植，降下軽石などであ

る。これらが，いろいろな組合せで発注している場合が多く，各層!享も一定していな

い凸したがってそれぞれを明確に識別することができないので，一括してとりあっか

っ fこ口

この 14 層としたものは，山田，瀬号外が洪積土としてあつかっている。この図幅

で，観察された限りでは，このなかに降下軽石，火山火などがふくまれ，また，ほぽ

現地形に沿っていることなどから，いちおう沖積世の火山噴出物と考えられる。しか
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しその完態が究明されていないので，こんこの I:ij地として浅されたが，この lてl幅で

はいちおう)宇吋岳杭としてあつかった。

III.2.2.9 現いJ川堆積物

このJit積物は，標津川およびその支流.武佐 III ， ~II兜川のれIP;~にそれぞれ発達して

いる⑦砂， ii't，粘土から構成されているの回厚は明らかでないが， 2m以上と推定さ

れる。

IV 応用地質

1'(lliJ! ，U也J)I~ のす ti!!;( として，金属 'wJ:J l ， 砂鉄鉱床およびイ i付などがあげられるの

IV.! 金属鉱床

金属鉱床は，対色 i疑)κ 計十 tl で~j ?l立ずけられている忠実民同の中に 11州市あり， )，1，1，鉱ある

いは，'!，\鉱ぶのものである。生 III 本 ~L" 完封;床 l互にぞくするのとくに，めぼしい鉱兆地は，

酸i生火 III ~t:· の Ijl ，あるいはその)，'， "J 辺部にみとめられるのが村徴的である。しかも，こ

の酸性官の j正人およびi5.: IH は， クリーンタフの構造に支配されているのこれと同佑の

現魚は， I持肢の式日:fJ; I~IIIJ 日地域および摩 1，'fJI ，' vJI~JIIJ 困地域におし、ても観察されている門

もぺとも顕著な鉱兆 j也は， f日 j品川中流に分イIiしている 1d た安 ill 右右 IUI~ の北部の I，司縁

部にみとめられるれこの地域のイ[英安~ II 右は，武鉄長 l~ の ，wj; 決，粘土化および \)\lJ l化の

清作用をうけており，かつ酸化作用のため，いわゆる“やけ"の係十けをしめしているの

この“やけ"の一部に，鉱染桝 1]1 氏 ;[k を止する股金属がみとみられるのこれらの変賀市

や梢 1]1氏の方向性については，充分把握していないが，ほほ、石英安山岩の j正人方 It0 と平

行しているようである。制成鉱物は，通常員制短 :->·t~l~j 亜鉛 Jij; ・黄鉄鉱〉方鉛鉱である

が，一部には班点状の員制 JJj 、集台{本もみられる。これらのうち，員割 'il 拡は，酸化作用

のため， ~I"] 藍にわきかえられている場合が多い⑦ IjlRfl は，行央で代夫されるが， II ，]に

は jjf~ 刊 i を l泊(干しているロ

なお，このイ{英安山 77 は， うえにのベた(同岬以外でも，粘土化および黄鉄鉱の鉱染

した問所が，随所にみられるろしかし，いまだ賎金属は，みとめられないっ

そのほか，忠煩層をつらぬくイ{英 m面岩宕休の周辺部の一部に，粘土化および硫化

鉄鉱の鉱染'貯がみとめられる(一方， i存古流の If 状をしめす石英干 III 面行と鉱床との関

係については，明らかでないの

IV.2 砂利および火山灰
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乙の地域の砂利はp おもに調査地管内の道路敷石用として利用しているにすぎなし

きわめて小規模なものである。砂利は，茶志骨層の砂・礁を対象としてほ取しているの

火山灰も，近郊の道路補修用として利用している口これは戸春別層の火山灰，事rr期

火山灰を採取している。

IV.3 砂鉄

砂鉄は，砂，喋から構成される茶志骨層にわずかに匹胎している。昭和 40 年に特殊

鉱床開発調査の一環としてこの地域の調査が実施されたの

調査結果によるとわずか砂鉄の濃集がみられるだけで，きわめて小規模なもので，

まったく稼行の対象にならない。
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中標津町土取場の新期火山灰層露頭

図幅南部地域の開拓道路の切割，点線の上部は新期火山灰層，ード (Iii は J1!~.tγ庁居



新期火山灰層

候落川層の i手石質凝灰岩，泥岩，砂岩互日

問陽から武{Jr:岳を望む
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荒川層下部の安山岩質集塊岩の岩礁 x50

石英安山岩 x50
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

(Scale 1:50,000)

NAKASHIBETSU

(Abashiri-62)

BY

KoheiMatsui

MoriakiK6noya

Ryδya Sugimoto

(GeologicalSurveyofHokkaido)

Resume

I Topography

TheareaoftheNakashibetsusheet-mapisdividedtopograｭ

phically into mountainous land and hilly or plateau-like land

connectedwiththeKonsenplanes. Thetopographyisintimately

controlledbythegeologyofthearea.

Themountainous land , lyinginthenorthwesterncornerof

thearea, iscomposedoftheNeogeneformationsandQuaternary

volcanicrocks. Theplateau-likeland, coveredonlybyQuaternary

formations , rangesfrom40m to200m abovesea level, inclining

gentlytowardNNE, andmaybedividedintothefollowingtwo

partswithdistinguishedtopographiccharacters. Oneisthefiat

plateauabout80m abovesealevel, andtheotheristhewaving

hillyplatform, morethan100m inheight. Severalmonadnocks

aredistributedinthehillyplatform.
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TheriversinthisareaincludeShibetsuRiver, MusaRiver

andTohoro River , allrunningnortheastward to the Nemuro

Straits. Alluvialformationsaredevelopedalongtheserivers.

vd
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1,A
oeG

Y
E
A

T
A

Thegeologicformationsdevelopedinthisareaaresummarizedin

Table1.TheNeogeneformationsrepresentthεcontinuous εxtension

ofthetypical “ green tu百 region" developedintheShiretoko

Peninsula, andcorrespondtotheinnerbeltoftheKurileIsland

arc. TheseformationscomprisetheChuuriFormation , Arakawa

FormationandMataochigawaFormationinascendingorder.

rAlluvialdeposits

1 Youn gεr volcanicash

lTalusdeposits
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rPleiocene Mataochigawaformation

Tertiary L_. (Arakawaformation
11V11Ocene i
¥ iChuruifomation

TheChuruiFormationcharacterizedbythegreεn tufffacies

iscomposedofgreentuff , propylite, tuff breccia, mudstoneand

sandymudstone.

Inthelaterstageofthe formation , felsicvolcanicactivity

representedbynevaditeordacitetookplace. TheArakawa

Formation, lyingconformablyontheChuruiFormation, isdivided

intothelowerformationrepresentedbyandesiticagglomerate

andtheupperformationcharacterizedbytherhyolitictuff.

TheMataochigawaFormationwhichliesunconformablyon
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theArakawaFormation, ismainlycomposedofpumiceous tu 百

andshowwell-developedalternationoffine-grainedconglomerate,

siltstoneandpumiceoustu 任 in itslowerpart. A smallandesitic

dykewasformedinthelaterstageofthisformation.

Theabove-mentinedNeogenesystemgenerallyshowsmonoｭ

clinalstructures, havingastrikeofN50ー~600E ， dipping15ー~300

SW. Thistrendcrossεs obliquelythegeneraltrendofextension

oftheShiretokoPeninsula. Gentlydippinganticlinesofthesame

strikearelocallyfoundintheChuruiFormation. Astofaults ,

therearetwogroups, onetrendingN50ー ~600E andtheothf:fNS,

thelaterbeingcutbytheformer.

OftheQuatεrnary formations , Samakkenupurilava , Musadake

volcanicrocks , ToshunbetsuFormation, Nakashibetsuwεlded tu 百，

ChashikotsuFormationandtheterracedepositsinascendingorder

belongtothe Pleistocene, whεreas thetalus deposits, younger

volcanicashεs ， andthepresentrivεr depositsareHolocEne.

Samakkenupurilavas arecharacteristically mafic pyroxeneｭ

andesitεand havemanyamygdaloidal cavities, presenting agglo ・

meratic appearanceinsomeplaces. Musadakevolcanics are

dividedintothelowεr partrεprεsεnted bymaficandestic agglo ・

merateandtheupperpartcharacterizedbythefelsicpyroxeneｭ

andesite. These volcanicrocks areproductsof thevolcanic

activitiesintheAkanandShiretokovolcaniczone.

TheToshunbetsu Formation iscomposed of well-stratified

pumice , volcanicashesand loams. TheNakashibetsu welded

tu 百s arejet-blackordarkgreyin color, andarequartz-bearing

pyroxeneandesiticincomposition. Thosedevelopedinthisarea

aregenerallynothighlywelded. TheChashikotsuFormation

iscomposedofsandsand gravels , withfalsebeddingdeveloped

insomeparts. Thetalusdepositsarealsocomposedofsands

andgravels.

TheyoungervolcanicashesareincludedintheMashuvolcanic
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ashformations , whichgroupedintotwelvelayersbyS.Yamada.

Inthepresentarea, fourteenlayers are discriminated, someof

whichcanbecorrelatedtothosebyYamada. It was found

thattheMoshibetsuPumiceousFormationwhichwasformerly

describedasDiluviumintheMashusheet-maptothewestofthe

presentareabelongstotheyoungervolcanicashformation.

TheRecentriver deposits, developedalongthe rivers, are

composedofsands, gravels, claysandpeats.

III Economicgeology

Inadditiontothepossiblemetaldeposits, thereareplacer

irondeposits.

Thebasemetaloredepositsareblackoretype(Kurok6)and

situatedatthemiddlereachesoftheMataochiRiver. They

occurre inthe northern marginsof the dacite dykes. The

mineralassocitionsofchalcopyrite-zincblende-galenaarecommon.

Otherindicationsarepresentalongthemarginsoftheliparitie

dykes. Butthesedepositshavenotbeenprospected.

TheplacerirondepositspresentintheChashikotsuFormation

islessthan1cminthickness, andhavenoeconomicvalue.
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